
本校は「多様な育ち」を前提とした学校システム
の再構築に舵を切り、令和６年度より２年間の取組を
進めてきました。特に、令和７年度は、教員と生徒のコ
ミュニケーションを学校づくりの中心に据えて、教室
内外の小さなつぶやきや表情の変化を教員が丁寧
に受け止め、チームで共有し、次の支援へとつなぐ
「対話の循環」を学校文化として根付かせる１年でし
た。教員は、生徒と交わされるひとつひとつの対話を
「学びと成長の起点」と捉え、「聞く・伝える・共有す
る・つなぐ」を意識的に行いながら、生徒との信頼関
係を構築し、「生徒が根を張る場所」を支える役割を
担ってきました。 
その成果（今年度の手応え）を振り返ります。 
１ 対話を土台にした学年経営へ                  
チームUp担任制とメンター制（TUM担任システム） 
学年経営を「個人戦」から「チーム戦」へと転換し
毎朝のチームカンファレンスで、生徒の小さな変化
や声を共有しています。個々の担任に偏りがちな情
報を学年全体の財産にし、誰が接点をもっても会話
が途切れず、支援が連続する体制を整えました。 
「困ったときに戻れる窓口」を明確にし、メンターで受 
け止めた声はチームで検討しながら次の一手（学習 
支援・環境調整・家庭連絡等）へつなげています。 
２ 生徒の「感情のサイン」を聞き取る仕組み        
登校回避につながる感情の独自調査 
調査によって実態を把握し、全体傾向と個別サイ 
ンを突き合わせ、対話の焦点を明確にしました。 
３ 教室内外での声を「切れ目なく」支える          
校内教育支援センターA・B（A：相談室登校「ピット」、
B：スマスタ登校）の二本化と教室への橋渡し 
  A では安心して気持ちを言葉にできる場を、B で
は学びの手応えを対話で積み上げる場を用意し、教
室へ“戻す”から“つなぐ”ことを意識しました。教室
での会話が難しい時期も、別室での対話が橋渡しと
なるよう留意し、面談→短時間参加→部分参加→協
働活動へと段階的な見通しを共有しました。「誰が・
いつ・どんな声かけをするか」を明確化し、生徒が
「次に進む合図」を自分の言葉で出せるよう、選択肢
を提示しながら伴走しました。 
４ 取組の成果                                   
  初期のつぶやきを拾い、早期に支援へ結びつける
ケースが増え、生徒の「見てもらえている」という実感
が高まったという声もありました。授業内でもペア対
話や振り返りコメントが定着し、失敗や不安が次の挑
戦につながる言葉に置き換えられる場面が増えてい
ます。 

また、本校の取組について校外からの問合せや視
察等の依頼も増えました。１１月には川越市教育研究
協議会に招聘され、教頭が本校の実践を紹介、１月
には「令和６・７年度埼玉県教育委員会委嘱及び令
和６・７・８年度新座市教育委員会委嘱研究発表会」
にて、埼玉県内に取組を発表しました。そして、「学事
出版 教育文化賞」優秀賞受賞や３月２５日の読売新
聞埼玉県版でも記事として取り上げられる等、第二
中学校の実践がじわじわと浸透し、注目を集めてい
ることは、現在多くの学校が抱える課題の解決に一
石を投じるものとして価値づけられていると、教頭と
して大いに実感しています。 
５ 結びに‥‥人との関わりから学ぶこと           
自分以外の人とのコミュニケーションにおいて必
要な力は「想像力」です。一方的なコミュニケーショ
ンではなく、自分の考えを言葉にして伝え、「対話す
る力」を育むことは、学びを深めるための土台として
必要な要素であり、全ての生徒にとって大きく伸びし
ろのある「生きる力」です。人と関わることで体感する
様々な感情に生徒自身が真っ直ぐに向き合いながら、
心身ともに成長する中学校生活となるよう、これから
も教職員一同で支えてまいります。保護者、地域の皆
様には、今年度も本校の教育活動にご理解とご協力
を賜りましたことに感謝申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 3月２５日（水） 読売新聞より 

「対話の循環」―コミュニケーションが学びを支える― 
 教 頭  山中 あずさ 

第二中学校だより 
Ｒ7ミッション「Two-Wayコミュニケーションによる教育活動」 

令和８年学年末号 
二中HP 

〇いじめの認知件数  

１学期４９件、２学期５２件、１月１０件、２月 19件、３月１０件 累計：１4０件 
※生徒数１０００人を超える第二中学校の規模において、いじめ防止対策推進法に基づき認知した結果、令和７年度は昨年度（136件）とほぼ同程度の

認知件数となりました。学校・家庭・地域社会において、対面での適切なコミュニケーションを学ぶ機会を意図的に設定する必要があります。 


